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小説｢ 赤毛のｱﾝ｣ の持続可能性に観光が果たす役割
島　川 崇 ＊
1　 はじ め に
近年の観光立国推進の動きを受けて､ 各地方自治体は観光誘客にしのぎを削っている｡ 特にﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝ
による映画や ﾄﾞﾗﾏ のﾛｹ 誘致は多くの自治体が取り組もうとしている施策で








ねるという観光行動を誘発し､ 世代を越えてｻｽﾃｨﾅ ﾌﾞﾙ にその訪問客を維持している事例も
存在する｡｢ 赤毛のｱﾝ｣ の舞台であるﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ ﾄﾞ島はその好事例の一つと言えよう｡ そ
こで､ なぜ人は赤毛のｱﾝ を読んでﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ ﾄﾞ島に行くという観光行動に至るのか､ そし
て､ 同島の関係者はどのようにしてｻｽﾃｲﾅ ﾋﾞﾘﾃｨ を担保しているかを検討するために2009
年8 月に実際にﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ ﾄﾞ島を訪問し､ 現地調査を試みた｡
2｢ 赤毛 のｱﾝ｣ と は
ﾏﾙﾊﾆﾁﾛ がｶﾅ ﾀﾞ産の肉を輸入する際に行った調査によると､ 実に97% の日本人が｢ 赤毛
のｱﾝ｣ という作品名を知っているという結果が出た｡｢ 赤毛のｱﾝ｣ の原作はL.M.ﾓﾝ ｺﾞﾒﾘ
が1908 年に発表した｢Anne of Green Gables｣｡実に100 年もの長きにわたり世界中で愛されている､
文字通り｢ 不朽の名作｣ と呼ぶに相応しい作品である｡
ｶﾅ ﾀﾞの大西洋岸に浮かぶ愛媛県ほどの面積の小さな島ﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ ﾄﾞ島を舞台に､ 老兄妹
が孤児院から間違って引き取った少女が村の人々との交流を深めていく中で立派に成長し､ 素敵
な男性と結婚､ 個性あふれる子どもに恵まれて幸せな家庭を築いていく一連の物語は｢ｱﾝ･ ﾌﾞｯ
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ｸｽ｣ として知られており､ 翻訳された言語は24ヶ国語とも40ヶ国語とも言われ､ 実に世界中で5000
万部以上も出版されているという｡
写真1 “Anne of Green Gables"初版本（Green  Gables展示）
（撮影）本稿 の写真はすべて筆者撮影
日本では1952 年に村岡花子による翻訳が出版されて以来､ 複数の翻訳者によって新訳本の出版
が現在も続いている｡ また1979 年にはｱﾆﾒ で放映され､ｱﾝ という人格は世代を越えて愛され
ている｡ 各旅行会社が制作するｶﾅ ﾀﾞのﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ には必ずと言っていいほど｢ 赤毛のｱﾝ｣ の
舞台を訪ねるﾂｱｰ が掲載されており､ 総合旅行業務取扱管理者試験の観光地理分野での出題の常
連である｡ 日本中にｱﾝ のﾌｧﾝｸﾗ ﾌﾞやｻｰｸﾙ が存在し､ 作品の舞台であるﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ
ﾄﾞ島を訪ねる日本人は現在も後を絶たない｡
2008 年は､ﾓﾝ ｺﾞﾒﾘ の初版がﾎﾞｽﾄﾝ で出版されてからちょうど100 周年にあたる年であっ
た｡ 主要地方都市の百貨店で｢『赤毛のｱﾝ 』展｣ が開かれたり､NHK 教育ﾃﾚ ﾋﾞで女優の松坂慶
子氏がﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ ﾄﾞ島を訪ねて英語のﾌﾚｰ ｽﾞを学習する番組が放映されたり､ 劇団四季
によるﾐｭｰ ｼﾞｶﾙ が復活したり､ｱﾝ が孤児院に引き取られるまでを描いた新しい物語｢BeforeGreen Gables｣
を翻訳したｱﾆﾒ｢ こんにちはｱﾝ｣ が制作されたり､ 優勝者にはﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ
ﾄﾞ島への旅行が贈られる｢ 赤毛のｱﾝ｣ 読書感想文ｺﾝﾃｽﾄ が行われたり､ まさに赤毛のｱﾝ が
大きくｸﾛｰ ｽﾞｱｯ ﾌﾟされた一年であった｡ 旅行会社も出版100 周年記念ﾂｱｰ をﾗｲﾝﾅｯ ﾌﾟに
揃え､ ﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ ﾄﾞ島への日本人観光客の入込み数は前年対比70 ％増にもなった｡
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3　 赤 毛 のｱﾝ の舞 台 を 訪 ねる旅 行者 の ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 分 析
(1) 全体の中の日本人観光客の位置づけ
ｱﾝ の育ったGreen  Gables  (緑の切妻屋根の家) は､ 物語上はAvonlea 村となっているが､ 実際
にはCavendish という村がそのﾓ ﾃﾞﾙ となっており､Green Gables も現存している｡ Green Gables
周辺には作者ﾓﾝ ｺﾞﾒﾘ が勤めたこともある郵便局やﾓﾝ ｺﾞﾒﾘ 夫婦の墓､ﾓﾝ ｺﾞﾒﾘ の祖母の家
の基礎などがあり､ また物語で登場した｢ 恋人の小径｣｢お化けの森｣ 等の遊歩道も整備されていて､
物語のｼｰﾝ を体感することが出来る｡
写真2　 現存するGreen  Gables
このCavendish はもともとﾋﾞｰﾁﾘ ｿﾞｰﾄ 地で､ 夏のｼｰ ｽﾞﾝ にはｶﾅ ﾀﾞ国内だけでなく米国
からも多くのﾘ ｿﾞｰﾄ 客が訪れている｡ ﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ ﾄﾞ島大学の観光学研究ｾﾝﾀｰ の調査
（2008）によると2007 年夏の観光ｼｰ ｽﾞﾝ （6 月27 日から9 月30 日）の島への入込客数のうち､ｱﾝ
関連の施設およびｱﾄﾗｸｼｮﾝ を経験した観光客の割合は25.3% にとどまっている｡ この
割合はｶﾅ ﾀﾞ国内からの観光客は20.5％､ 米国人は39.3％､ 欧州人44.4％であるのに対し､ 日本人
は85.0％にものぼる｡ このような高い比率でｱﾝ のｱﾄﾗｸｼｮﾝ を訪問しているのは日本人だけ
である｡ 島全体の観光客の中で日本人の占める比率はわずか0.4% であるにもかかわらず､ｱﾝ のｱﾄﾗｸｼｮﾝ
では外国人観光客の15.6% を日本人が占める｡ そして昨年の出版100 周年行事に最










    ≪■*   ･,
翠轟剱鶯
歯舞s鈴轟mm
(出 所) Ｔｈｅ Tourism Research Centre (2008)A Profile of  the Anne Tourism Market, University ofPEI よ り筆 者 作 成
Japan
（2） 世代別日本人観光客分析
なぜ日本人観光客がここまで赤毛のｱﾝ 目的で島を訪れるのか､ 様々な理由が考えられるが､ 日
本は旅行会社主導で様々な工夫されたﾂｱｰ が提案されていることと､ 赤毛のｱﾝ の日本語翻訳版
が出版された戦後間もない頃､ 敗戦にうちひしがれた少女たちの心を射抜き､ 根強いﾌｧﾝ となっ
て､ 彼女たちが母となった時に娘たちに読み伝えていることが最大の要因であろう｡ しかし､ 実際
に訪れている世代を見ると満遍なく世代を越えて訪れているのではなく､ 一定の偏りが見られるこ
とが判明した｡
表1 は現地ｱﾄﾗｸｼｮﾝ､ 日本側旅行会社､ 受け入れ側ﾗﾝ ﾄﾞｵ ﾍﾟﾚｰﾀｰ､ 観光局担当者等
のﾋｱﾘﾝ ｸﾞおよび現在実際に訪れている日本人観光客の目視により､ 見て取れた傾向と時代背景
を表にしたものである｡ なお､ これはあくまでも｢ 傾向｣ であることを断っておく｡
最初にｱﾝ に飛びついた世代､ すなわち､1950 年代に10 代を過ごした現在の70 代前後の女性
を｢ 初代熱烈ｱﾝﾌｱﾝ 世代｣ と名付ける｡ この世代のｱﾝ に対する熱意は他の世代を凌駕してお
り､ さらに娘とも仲がよく､ 進んで母と娘で旅行に行く世代である｡
｢初代熱烈ｱﾝﾌｧﾝ 世代｣ の娘にあたるのが1970 年代前後に生まれ､ 現在40 代前後の世代で
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しくはない｡ この世代は1979 年にｱﾆﾒ 放映されたときもﾘｱﾙﾀｲﾑ に見ているので､ 母から
の小説の読み聞かせとｱﾆﾒ の二段構えのきっかけを有している｡ この世代を｢ 二代目熱烈ｱﾝﾌｧﾝ
世代｣ と呼ぶことにする｡ｱﾝ のﾌｧﾝ はこの2 層が中心となっている｡
｢初代熱烈ｱﾝﾌｧﾝ 世代｣ のちょうど下の世代､ すなわち､1960 年代に少女時代を過ごした現
在の60 代前後の層も､ｱﾝﾍ の親和性が高い｡ この世代では､｢ 赤毛のｱﾝ｣ が国語の教科書で取
り上げられたこともあり､ 教科書で読んだことがきっかけとなった人も多く存在する｡ 概してこの
世代は勉強熱心である｡ そして御主人が団塊の世代の特徴である極めて典型的な仕事人間､ 会社
人間であり､ 御主人を放っておいて､ 同性の友人同士でﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ ﾄﾞ島を訪問する傾向が強
い｡ 御主人はｱﾝ に全く興味がないだけでなく､ 妻に対しても妻の意向を汲み取るというより自分
の価値観でものを勝手に判断する傾向にあるため､ 荷物持ちのためだけにはその旅に同行しない｡
この｢ 教科書ｱﾝ 世代｣ 層の娘は､ その後の世代よりも勉強はしているのでｱﾝ も読んでいる｡
しかし､ 就職氷河期にあたっており､ 派遣労働等の劣悪な労働環境に苦しんでいるため､ﾛﾝ ｸﾞの
旅行になかなか出られる機会が｢ 二代目熱烈ｱﾝﾌｧﾝ 世代｣ と比較すると低位にある｡ よって､
ﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ ﾄﾞ島はまさに親に出してもらって親と一緒に行くか､ 新婚旅行で訪れることが多
い｡ この世代の男性はかなり女性に対して優しくなっており､ 自分の意向を押し付けるより､ 女性
の希望を汲み取る傾向にある｡ 荷物持ちに徹するというより､ 妻の嗜好に多少興味をもっている感
がある｡
現在50 代前後の層は､ 特に教科書で取り上げられたわけでもなく､ｱﾆﾒ もなかった時代で､ｱﾝﾌｧﾝ
の層の厚さに関しては他世代と比較するとｴｱ ﾎﾟｹｯﾄ のようにちょっと落ち込みが見
られる｡ しかし､1985 年にﾃﾝﾐﾘｵﾝ 計画が発表され､ 海外旅行が国策として奨励され､1986
年のﾌﾟﾗ ｻﾞ合意に伴う円高傾向も相まって､ 海外旅行が熱狂的にはやった時代に20 代後半から30
代を過ごした世代となっている｡ そのため､ｱﾝ の舞台を訪ねる旅に最初に反応した世代である｡




の小説も親から読み聞かせを行ってもらっていない｡ｱﾆﾒ｢ 赤毛のｱﾝ｣ も見ていない｡ さら
に､ 面倒なことを嫌い､ 海外にも興味をもたないため､ 海外旅行には当然行かない｡ 親も新人類と
言われた世代なので放任されて育っている｡ そのような環境なので自ら｢ 赤毛のｱﾝ｣ を読んだ経
験を持つ人数も大きく低下する｡ この層の中で実際にﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ ﾄﾞ島を訪問している人を見
ると､ 新たな傾向を見つけることが出来る｡ それは､｢ 赤毛のｱﾝ｣ の舞台というより､ ﾌﾟﾘﾝｽｴ
ﾄﾞﾜｰ ﾄﾞ島の美しい風景を撮り続けている写真家吉村和敏氏の写真集に魅せられて､ その写真集
の撮影場所を訪れるという行動である｡ 最近では､ 小説の中に登場するお菓子やｷﾞﾙ ﾄﾞなどを紹介
する｢ 赤毛のｱﾝ｣ 関連本も多く出版されており､ その挿入写真として吉村氏の作品がよく採り上
げられているため､ 吉村氏から赤毛のｱﾝ に至るという新しいきっかけも生まれている｡
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このように見てみると､ だんだん赤毛のｱﾝ に興味をもつ層が薄くなり､ 近い将来｢『赤毛のｱﾝ
』の舞台を訪ねる旅｣ にとどまらず､ 作品｢ 赤毛のｱﾝ｣ それ自体も危機的な状況に陥ることも
想定できる｡ そこで､ 層の薄い現在20 代の｢ ゆとり教育｣ 世代に訴求しようとしても､ 小説を読
む訓練が出来ていないことと､ 海外旅行に対するﾓﾁ ﾍﾞｰｼｮﾝ が低いことから効果は限定的であ
る｡ ここで､20 代は無視して､ これからの10 代に訴求していくことを提案したい｡ 行き過ぎたゆ
とり教育の反省で､ 現在の学校現場ではよりﾃﾞｨｼ ﾌﾟﾘﾝ を重視した教育に戻りつつある｡ 最近
の若年層は｢ 親や先輩の言うことにだまって従うことをせず､ いちいち理由を問い､ その行為に意
味がなければ動かない｣ と言われているが､ 逆に考えると､ 正当な理由があれば興味を示すのであ
る｡ このことから､ 長編小説を読むことや海外旅行に行くことの根本的な意義を問い直すことこそ
が､ 中途半端に迎合してｹﾞｰﾑ やﾈｯﾄ での訴求方法を考えるより効果的であるように思えてなら
ない｡
今回はﾋｱﾘﾝ ｸﾞ中心で結果をまとめたが､ 今後の課題として､ 実際に幅広い層にｱﾝｹｰﾄ を
実施して定量的な調査で裏付けを取る必要がある｡
（3）ｱﾝ･ｱﾄﾗｸｼｮﾝ を楽しむ観光客とﾋﾞｰﾁﾘ ｿﾞｰﾄ 客との比較
｢赤毛のｱﾝ｣ の舞台を訪ねるﾂｱｰ 客は現地ではﾋﾞｰﾁﾘ ｿﾞｰﾄ 客よりも大いに歓迎されて
いる｡ なによりも彼らの誇りを理解して訪問しているということが第一だが､ 旅行ｸﾞﾙｰ ﾌﾟ単
位の総支出額を比較するとﾘ ｿﾞｰﾄ 目的の場合946.71CAD であるのに対し､ｱﾝ 目的の場合は1255.81CAD
にも上る（TRC,  2008）ことから､ 地元への経済効果も高いことも挙げられる｡ またｱﾝ









図2　 旅行 ｸﾞﾙｰ ﾌﾟ別総支出額 （単位：ｶﾅ ﾀﾞ ﾄﾞﾙ ）
Anne　　　　　　　　Non･AniWB
(出 所) Ｔｈｅ Tourism Research Centre (2008)A Profile of the Anne Tourism Market, University ofPEI よ り筆 者 作 成
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しかし､ 市場規模としてはﾘ ｿﾞｰﾄ 目的の方がはるかに大きいのはまぎれもない事実である｡ さ
らに､ﾘ ﾋﾟｰﾄ 率という点から分析すると､ 完璧にﾘ ｿﾞｰﾄ 目的の方に軍配が上がる｡ｱﾝ 目的だ
と3 割近くの観光客は次回訪問するのに5 年間以上の間隔があくのに対し､ﾘ ｿﾞｰﾄ 目的だと実に5
割以上が1 年以内に再訪している｡
もし州観光局が人込客数の数値目標を達成することを第一義に考えているのなら､ いつまた来て
くれるか分からないｱﾝ 目的の観光客より､ 目先の数字獲得のためにﾘ ｿﾞｰﾄ を全面に出してﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ
をかけるであろう｡ さらに､ｻｽﾃｨﾅ ﾌﾞﾙ･ﾂｰﾘ ｽﾞﾑ の従来の議論では､ﾘ ﾋﾟｰﾀｰ
の獲得をなによりも優先することこそが観光の持続可能性を担保できるとされてきた｡ それに
も関わらず､ ﾌﾟﾘﾝｽｴ ﾄﾞﾜｰ ﾄﾞ島州観光局はぶれずにｱﾝ 目的の旅をいかに持続的に発展させて
いくかを考えている｡｢ 赤毛のｱﾝ｣ を読んだ少女が母となり､ 娘に読み聞かせることで世代を越
えてﾌｧﾝ を繋げていく､ そのための長期的な方策を検討している｡ それは､ 次世代に伝えるべき
誇りこそが最も大切な資源であるという考え方に立脚している｡ このことからも､ ただ数値的に訪
問しているﾘ ﾋﾟｰﾀｰ の多寡で観光の成功失敗を図るのではなく､ﾘ ﾋﾟｰﾀｰ の位置づけを広義
に捉え､ たとえ喫緊に訪問をしていなくても､ 世代を越えてその魅力を語り継いでいたら立派なﾘ
ﾋﾟｰﾀｰ として位置づけられるよう､ｻｽﾃｨﾅ ﾌﾞﾙ･ﾂｰﾘ ｽﾞﾑ の議論を軌道修正しなければな
らない｡
4　 ま と め





ていくことができる新しい世界を予感させるものとして多くの共感を得た｡ そして､ 現在､ 他人に
対してはもとより､ 親でさえ子どもの成長よりも自分の自己実現を優先するような自分勝手な世の
中になってしまった中で､｢ 赤毛のｱﾝ｣ は､ 自分の欲望よりも相手に対する思いやりを大切し､
周囲の者とともに幸せに生きることこそが､ 本当の幸せを獲得できるという今日的意義を持ってい
る作品であると言える｡
そこで､ 赤毛のｱﾝ は､ 少女小説という枠にとらわれず､ 規範を失って迷走している現代の成人
男性にも読者層を広げていくのがよいのではないか｡ 旅は文学よりも万人にとっつきやすいとい
う特性を持つため､ 新しい層に新しいﾏｲﾝ ﾄﾞを浸透させることが可能である｡ また､ 今回のﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ
分析で明らかになった､ 荷物持ちとしてｱﾝﾌｧﾝ の女性に同行する男性にも､ 帰国後に
読者になってもらうような訴求法を検討するべきである｡
今まで観光業界は､ 有形･ 無形の｢ 資源｣ からﾍﾞﾈﾌｨｯﾄ をもらってばかりだった｡ しかし､
島川：小説｢ 赤毛のｱﾝ｣ の持続可能性に観光が果たす役割 55
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